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目的 電子線、光子による中間子生成反応の解析を行い、バリオン共鳴のスペクト
ル、電磁形状因子などを抽出し、ハドロン共鳴の構造を明らかにする

内容 チャンネル結合模型の中間子生成反応模型を構築する。さらに得られた振幅
を非物理平面に解析接続する手法を確立し共鳴粒子を表す極における振幅
を解析する。

結果 πN散乱のP_11チャンネルの散乱振幅の解析の結果Roper 
Resonanceと呼ばれるM=1440MeV近傍の核子共鳴は、異なるリーマン面に
属する２つの極からなっていることが分かった。


	スライド番号 1

